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駅、車両のバリアフリー化の進捗について 
 

当社は、バリアフリー化に向けて、駅については国や地元自治体と協力しながらエレベーターやス

ロープ等の設置を進め、車両については、車いすスペースや車いす対応トイレ等を備えた新しい車両

への取替を進めています。その進捗状況について、以下のとおりお知らせします。  
 

１．駅について 

◆バリアフリー化の状況（段差解消） 
平成２７年９月末時点で、お客様のご利用が１日３千人以上（注）の駅のうち、８７％の 
バリアフリー化が完了しています。 

１日の 

ご利用人数 

駅数 段差解消済 現在整備中（※１） 高架化に合わせ 

整備予定 

自治体と協議中 

５千人以上 

８６駅 ８１駅 ５駅 

【東海道】 草薙（静岡県）

天竜川（静岡県）

新所原(静岡県)

【中  央】 春日井(愛知県）

【御殿場】 裾野(静岡県) 

― ― 

３千人以上 

５千人未満 

２３駅 １４駅 ３駅 

【東海道】 逢妻(愛知県) 

【高  山】 高山（岐阜県）

【紀  勢】 松阪（三重県）

１駅 

【武豊】 半田（愛知県） 

５駅 

【東海道】 由比（静岡県） 

三河三谷（愛知県）

西岡崎（愛知県）

【武  豊】 緒川（愛知県） 

【御殿場】 岩波（静岡県） 

合計 
１０９駅 ９５駅 

（８７％） 

８駅 １駅 ５駅 

３千人未満 

２９６駅 １１２駅 ２駅 

【東海道】新蒲原（静岡県）

【太 多】可児（岐阜県）

― 

１駅 

【関  西】弥富（愛知県） 

合計（参考） ４０５駅 ２０７駅 １０駅 １駅 ６駅 

（※１）供用開始予定：逢妻は平成 28 年 3月、天竜川・可児は平成 29 年度中、その他７駅は平成 28 年度中 

 

２．車両について 

 ◆バリアフリー化の状況（車いすスペースや車いす対応トイレ等を備えた車両の導入） 

平成２７年９月末時点で、保有車両の約８５％（注）のバリアフリー化が完了しています。 

 全車両数 基準適合車両数 

新幹線 ２，１１２両 ２，１１２両（※２） 

在来線 １，２１１両 ７０１両（※３） 

合計 ３，３２３両 ２，８１３両（８５％） 

（※２）新幹線車両は、既に全１３２編成２，１１２両が基準に適合していますが、さらに改良型ハンドル形電動車い

すをご利用頂けるＮ７００系及びＮ７００Ａの車両数を増やしています。 

（※３）在来線車両は、３１３系電車、キハ２５形気動車への取替を通じて整備を進め、今年度下半期にはキハ２５形

気動車をさらに１８両投入します。（今年度末時点で全１，１９５両中７１９両が基準に適合する予定です） 
 
（注）国は、平成３２年度までに、お客様のご利用が１日３千人以上の全駅、総車両数の約７０％にバリアフリー設備を整備

することを目標とする移動等円滑化の基本方針を示しています。 



別紙

○駅 （ ）内は供用開始時期

東海道本線・用宗駅（H26.11） 関西本線・四日市駅（H27.3）

東海道本線・安倍川駅（H27.9）

○車両

東海道本線・逢妻駅（整備中）

（ ）内は車両形式

新幹線車両（Ｎ７００Ａ） 在来線車両（キハ２５形）
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